
JP 2009-302829 A 2009.12.24

10

(57)【要約】
【課題】電気的な接続のために大きな面積を必要とする
ことなく、部品点数が少なく組み立ての容易なアンテナ
および携帯端末機を提供すること。
【解決手段】携帯端末機の機能の一部を担うプリント基
板を保持するための合成樹脂からなる基板ホルダＨＬを
有し、基板ホルダＨＬには、その外周部分に、アンテナ
支持部２０２が設けられており、アンテナ導体層および
フィルム状の絶縁体層を有する可撓性を有したアンテナ
素子２２１が、アンテナ支持部２０２の表面に貼り付け
られることによって構成される。
【選択図】　図７
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　携帯端末機の機能の一部を担うプリント基板を保持するための合成樹脂からなる基板ホ
ルダを有し、
　前記基板ホルダには、その外周部分に、アンテナ支持部が設けられており、
　アンテナ導体層およびフィルム状の絶縁体層を有する可撓性を有したアンテナ素子が、
前記アンテナ支持部の表面に貼り付けられることによって、アンテナが構成されてなる、
　携帯端末機に内蔵されるアンテナ。
【請求項２】
　前記アンテナ素子には、コネクタに差し込むことによって前記携帯端末機のアンテナ回
路に電気的に接続することの可能な接続端子が設けられている、
　請求項１記載の携帯端末機に内蔵されるアンテナ。
【請求項３】
　前記アンテナ支持部は、前記基板ホルダの外枠部から外方に突出しており、
　前記アンテナ素子は、前記アンテナ支持部の表裏に渡って巻き付けられてなる、
　請求項２記載の携帯端末機に内蔵されるアンテナ。
【請求項４】
　表面に操作部が設けられるフロントケースと前記フロントケースの裏面側に配置される
リアケ－スとを含む筐体にアンテナを内蔵した携帯端末機であって、
　前記携帯端末機の機能の一部を担うサブプリント基板を保持する合成樹脂からなる基板
ホルダを有し、
　前記基板ホルダには、その外周部分に、アンテナ支持部が設けられており、
　アンテナ導体層およびフィルム状の絶縁体層を有する可撓性を有したアンテナ素子が、
前記アンテナ支持部の表面に貼り付けられることによって、前記アンテナが構成されてな
る、
　携帯端末機。
【請求項５】
　前記筐体には、携帯端末機の機能の一部を担うメインプリント基板が配置されており、
　前記メインプリント基板には、アンテナ回路および前記アンテナ回路に接続されたコネ
クタが設けられており、
　前記基板ホルダは、前記メインプリント基板に保持されており、
　前記アンテナ素子は、その一端に設けられた接続端子が前記コネクタに差し込まれるこ
とによって、前記アンテナ回路に電気的に接続されている、
　請求項４記載の携帯端末機。
【請求項６】
　前記フロントケ－スには、前記メインプリント基板を保持するために当該メインプリン
ト基板の端縁部を挿入可能な爪部が設けられており、
　前記基板ホルダには、前記メインプリント基板を前記爪部に挿入する際にその挿入状態
を目視確認するための穴が設けられている、
　請求項４または５記載の携帯端末機。
                                                                                
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、表面に操作部が設けられるフロントケースとその裏面側に配置されるリアケ
－スとを含む筐体にアンテナを内蔵した携帯端末機およびそのアンテナに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、携帯電話機の筐体（ケース）は、ポリカーボネートまたはＡＢＳ樹脂などの
合成樹脂の成形によって製作される。例えば受話器側と送話器側とをヒンジ機構で接続し
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た折り畳み式の携帯電話機において、送話器側の筐体は、表面に操作部が設けられるフロ
ントケースと、フロントケースの裏面側に接して配置され内部に電池収納部が設けられる
リアケ－スとから構成される。
【０００３】
　近年において、携帯電話機の薄型化、ファッション性、および使い易さへの要望が一層
強くなっている。薄型化をさらに進めるには、フロントケース、リアケ－ス、電池、プリ
ント基板、その他の電子部品など、各部の薄型化および小型化を図る必要がある。また、
ファッション性を意識してアンテナを内蔵する傾向が一層高くなり、筐体内の狭い空間に
効率よくアンテナを収納する必要がある。
【０００４】
　従来において、携帯電話機のアンテナ（内蔵アンテナ）は、棒状の合成樹脂からなる支
持体に金属からなるアンテナ素子が一体的に設けられて構成され、リアケ－スの内側面の
上辺部に沿って配置される。このようなアンテナを内蔵した携帯電話機の例として、市販
された富士通社製「Ｆ８８２ｉＥＳ」がある。
【０００５】
　また、携帯電話機用のアンテナに関して、特性の改善されたアンテナが提案されている
（特許文献１）。
【特許文献１】特開２００６－１９１２５１
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　さて、従来より、携帯電話機には、持ち運びや鞄に入れておくときの便利さのため、ま
た装飾のために、しばしばストラップが取り付けられる。そのため、筐体にストラップ取
り付け部が設けられており、ストラップ取り付け部が筐体の内部に突出することとなって
内部空間を一層狭くしている。上に述べた市販の携帯電話機においても、リアケ－スの上
辺部の端部寄りにストラップ取り付け部が設けられている。しかし、携帯電話機の使い勝
手やファッション性の面から、ストラップ取り付け部をリアケ－スの上辺部の中央部に設
けたいという要求がある。
【０００７】
　ところが、そうした場合には、筐体の上辺部の中央部においてストラップ取り付け部が
内部に突出することになり、それが邪魔になってそこに配置すべきアンテナを取り付ける
ことができなくなる。
【０００８】
　本出願人は、ストラップ取り付け部などによって中央部に凸部があった場合でも、それ
との干渉を避けて取り付けることのできるアンテナを先に提案した。これによると、アン
テナは、送話器側の筐体の内側の上辺部に沿って取り付けられる。
【０００９】
　しかし、そのアンテナによる場合には、アンテナをアンテナ回路に接続するために、ア
ンテナの端部に給電電極を一体に設け、その給電電極に設けた穴と送話器側の筐体に設け
たナット部材とが一致するように配置し、かつ給電電極とナット部材との間に接続用のバ
ネ電極を配置し、取り付け用のネジでケースに固定する際にそれらを共締めして接続を行
う。そのため、給電電極およびバネ電極の占める面積が大きくなり、しかも部品点数が多
く組み立て工数を要することから、コスト的に不利であるという問題があった。
【００１０】
  本発明は、上述の問題に鑑みてなされたもので、電気的な接続のために大きな面積を必
要とすることなく、部品点数が少なく組み立ての容易なアンテナおよび携帯端末機を提供
することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明の実施形態に係るアンテナは、携帯端末機の機能の一部を担うプリント基板を保
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持するための合成樹脂からなる基板ホルダを有し、前記基板ホルダには、その外周部分に
、アンテナ支持部が設けられており、アンテナ導体層およびフィルム状の絶縁体層を有す
る可撓性を有したアンテナ素子が、前記アンテナ支持部の表面に貼り付けられることによ
って構成される。
【００１２】
　また、前記アンテナ素子には、コネクタに差し込むことによって前記携帯端末機のアン
テナ回路に電気的に接続することの可能な接続端子が設けられる。
【００１３】
　可撓性のアンテナ素子が基板ホルダのアンテナ支持部に貼り付けられることにより、ア
ンテナが基板ホルダと一体に構成されるので、構造が簡単である。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明によると、電気的な接続のために大きな面積を必要とすることなく、部品点数が
少なく組み立ての容易なアンテナおよび携帯端末機を提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
　図１は本発明の一実施形態に係る携帯電話機１の外観を示す正面図、図２は図１の携帯
電話機１の送話器側ＳＧのリアケ－ス１２側から見た分解斜視図、図３は図２の筐体ＫＴ
を拡大して示す図、図４は図２のメインプリント基板２５を拡大して示す図、図５は図２
のリアケ－ス１２を拡大して示す図である。
【００１６】
　図１ないし図５において、本実施形態の携帯電話機１は、送話器側（固定側）ＳＧと受
話器側（可動側）ＪＧとがヒンジＨＪによって回動可能に連結された折り畳み式のもので
ある。送話器側ＳＧの筐体ＫＴＳは、表面に操作部ＳＢが設けられたフロントケース１１
、および、フロントケース１１の裏面側に接して配置されたリアケ－ス１２からなる。フ
ロントケース１１およびリアケ－ス１２は、それぞれポリカーボネートまたはＡＢＳ樹脂
などの合成樹脂の成形（モールディング）によって製作される。なお、受話器側ＪＧのフ
ロントケース３１およびリアケ－ス３２も同様に樹脂成形によって製作される。
【００１７】
　操作部ＳＢは、電話番号やその他の情報を入力するための種々の操作ボタン２０が、フ
ロントケース１１に設けられた穴から表面（前面）に突出する状態で配列されており、操
作ボタンを押すことによって後述するメインプリント基板２５に設けられた接点やセンサ
などがそれを検知するように構成されている。フロントケース１１の操作部ＳＢの下には
、ユーザの音声を内部のマイクロホンに伝えるための音声入力口２１が設けられている。
【００１８】
　また、リアケ－ス１２には、スピーカの出力する音声を外部に伝えるための音声出力口
２２、およびストラップを取り付けるためのストラップ取り付け部２３などが設けられて
いる。また、リアケ－ス１２の内部には電池収納部ＲＤが設けられ、その表面は着脱が可
能な電池蓋２４となっている。フロントケース１１とリアケ－ス１２とは、リアケ－ス１
２の側から挿入されてネジ込まれた４つのネジによって一体化されている。
【００１９】
　また、受話器側ＪＧの筐体ＫＴＪは、フロントケース３１、およびフロントケース３１
の裏面側に接して配置されたリアケ－ス３２からなる。フロントケース３１の表面には、
カラーＬＣＤからなるメインディスプレイ３３が設けられ、その上方に内部の受話用スピ
ーカの出力する音声を外部に伝えるための音声出力口３４が設けられている。
【００２０】
　送話器側ＳＧのメインプリント基板２５と受話器側ＪＧのプリント基板３６との間にお
いて、フレキシブルケーブル４１により種々の信号の送受信が行われる。フレキシブルケ
ーブル４１は、ヒンジＨＪの内部空間を通って撓んだ状態で配設されており、ヒンジＨＪ
における屈曲に耐えるような屈曲耐性を有している。
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【００２１】
　メインプリント基板２５の裏面側には、スピーカ２２ａ、アンテナ２９、サブプリント
基板２５ａ、および基板ホルダＨＬの組み立て体であるスピーカアンテナモジュールＭＳ
Ａが取り付けられている。
【００２２】
　図３において、フロントケース１１とフロントケース３１との間は、ヒンジＨＪによっ
て回動可能に連結されている。ヒンジＨＪには、コイルバネの復元力によって回動トルク
を発生して受話器側ＪＧの筐体ＫＴＪを自動的に開けるための開駆動機構ＪＫ１が設けら
れている。開駆動機構ＪＫ１は、プッシュボタンＰＢを押すことによって起動する。
【００２３】
　また、フロントケース１１には、その内面の上部位置ほぼ中央に、メインプリント基板
２５を保持するために当該メインプリント基板２５の端縁部２５ｃを挿入可能な爪部１１
ｃが設けられている。
【００２４】
　図４において、メインプリント基板２５には、送受信回路を含む高周波回路ＣＨＦ、ア
ンテナ回路ＣＡＴ、その他の回路などのために、ＬＳＩ、ＩＣ、各種コネクタ、フレキシ
ブルケ－ブル、その他種々の電子部品ＢＨが実装されている。メインプリント基板２５の
前面側（フロントケース１１の側の面）には、操作ボタン２０の操作を検知して入力する
接点やセンサなどを配置した入力シートが実装されている。また、メインプリント基板２
５の前面側には、アンテナ回路ＣＡＴに接続されたコネクタＣＮ１０（図１６参照）が設
けられている。
【００２５】
　図５において、リアケ－ス１２には、ワンタッチブザースイッチＳＯＴが設けられてい
る。ワンタッチブザースイッチＳＯＴは、緊急時などにおいて、ユーザが指で矢印方向に
スライド移動させることにより、メインプリント基板２５に設けられたスイッチＳＷ１が
オンし、これによってスピーカ２２ａからブザー音が出力されるものである。
【００２６】
　次に、スピーカアンテナモジュールＭＳＡについて説明する。
【００２７】
　図６は図２のスピーカアンテナモジュールＭＳＡを拡大して示す図、図７はスピーカア
ンテナモジュールＭＳＡの分解斜視図、図８はスピーカアンテナモジュールＭＳＡの正面
図、図９はスピーカアンテナモジュールＭＳＡの背面図、図１０はスピーカアンテナモジ
ュールＭＳＡの側面図、図１１はスピーカアンテナモジュールＭＳＡの平面図および底面
図、図１２は基板ホルダＨＬの正面図、図１３は基板ホルダＨＬの平面図、図１４は基板
ユニットＫＹの背面側の正面図、図１５は基板ユニットＫＹの前面側の正面図、図１６は
基板ユニットＫＹの一部を拡大して示す側面図、図１７はアンテナ素子２２１を展開して
示した図、図１８はアンテナ素子２２１の断面図、図１９はアンテナ素子２２１の接続端
子２２６の部分を拡大して示す図、図２０は基板ユニットＫＹをフロントケース１１に組
付けた状態を示す図、図２１は基板ホルダＨＬに設けられた穴２１２の近辺を示す図であ
る。
【００２８】
　図６～図２１において、スピーカアンテナモジュールＭＳＡは、基板ホルダＨＬに、サ
ブプリント基板２５ａおよびスピーカ２２ａが取り付けられ、またアンテナ素子２２１が
貼り付けられてアンテナ２９が構成されている。
【００２９】
　図６～図１３、特に図１２によく示されるように、基板ホルダＨＬは、合成樹脂などに
よって外形がほぼ矩形状に形成されており、外周に外枠部２０１が設けられ、外枠部２０
１の上部にアンテナ支持部２０２が設けられ、外枠部２０１の内側の表面には、基板領域
ＲＥ１、スピーカ領域ＲＥ２、およびスペース領域ＲＥ３が設けられている。
【００３０】
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　また、基板ホルダＨＬの基板領域ＲＥ１には、爪２０３，２０４およびボス２０５，２
０６が設けられており、サブプリント基板２５ａに設けられた穴２３１，２３２にボス２
０５，２０６が嵌入し、サブプリント基板２５ａの端縁部に爪２０３，２０４が係合する
ことによって、サブプリント基板２５ａが基板ホルダＨＬに取り付けられている。
【００３１】
　図９に示されるように、基板ホルダＨＬの前面側における外枠部２０１の内側には、爪
２０９ａ～ｄが設けられており、これらの爪２０９ａ～ｄがメインプリント基板２５の端
縁部に係合することによって、スピーカアンテナモジュールＭＳＡがメインプリント基板
２５に取り付けられる。スピーカアンテナモジュールＭＳＡとメインプリント基板２５と
の組み立て体が、基板ユニットＫＹである。
【００３２】
　基板ホルダＨＬのスピーカ領域ＲＥ２は、その周囲が壁面２１１によって囲まれている
。スピーカ領域ＲＥ２には、スピーカ２２ａの中心部に設けられた突出部が挿通するため
の穴２０７が設けられ、その周囲には、スピーカ２２ａの音を後方に放射するための穴２
０８が設けられている。
【００３３】
　また、基板ホルダＨＬには、スピーカ領域ＲＥ２の外側に、メインプリント基板２５を
フロントケース１１に設けられた爪部１１ｃ（図３、図２０、図２１参照）に挿入する際
にその挿入状態を目視確認するための穴２１２が設けられている。
【００３４】
　すなわち、メインプリント基板２５は、スピーカアンテナモジュールＭＳＡが取り付け
られた後に、フロントケース１１に取り付けられるが、その際に、図２１に示すように、
メインプリント基板２５を下方から上方へ移動させ、その端縁部２５ｃを爪部１１ｃに挿
入する。穴２１２は、爪部１１ｃおよび端縁部２５ｃが見える位置に設けられており、端
縁部２５ｃを爪部１１ｃに挿入する際にその挿入状態を確認できるのである。
【００３５】
　したがって、メインプリント基板２５のフロントケース１１への組付け作業に際し、端
縁部２５ｃの爪部１１ｃへの挿入状態を容易に確認できるので、組付けの作業性が向上す
る。
【００３６】
　アンテナ支持部２０２は、２つの支持部片２０２ａ，２０２ｂからなっている。これに
より、アンテナ支持部２０２の長さ方向の中間位置において凹部２０２ｃが設けられた形
状となっている。
【００３７】
　アンテナ支持部２０２には、前面側の表面に、２つのボス２１０ａ，２１０ｂが設けら
れている。
【００３８】
　サブプリント基板２５ａには、ＳＩＭカードを出し入れするための装着口２３３、ＳＴ
カードを出し入れするための装着口２３４、赤外線によって外部と通信を行うための送受
光装置２３５、２３６、スピーカ用のコネクタ２３７、および、サブプリント基板２５ａ
とメインプリント基板２５との間における信号の送受信を行うためのフレキシブルケーブ
ルＦＣ１０（図１４参照）のためのコネクタ２３８などが設けられている。
【００３９】
　スピーカ２２ａは、壁面２１１の中のスピーカ領域ＲＥ２に嵌め込まれ、両面テープで
貼り付けられ、または接着剤によって接着されている。基板ホルダＨＬに設けられた穴２
０８によって、スピーカ２２ａが後方へ放射した音は穴２０８を抜けるので、基板ホルダ
ＨＬの全体がスピーカ２２ａに対するバッフル板の作用を果たし、スピーカ２２ａの能率
および音響効果を向上させる。
【００４０】
　アンテナ２９は、アンテナ素子２２１がアンテナ支持部２０２の表面に貼り付けられる
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ことによって構成されている。
【００４１】
　図１７および図１８に示すように、アンテナ素子２２１は、アンテナ導体層２２２ａ，
２２２ｂの両面をフィルム状の絶縁体層２２３，２２４で挟み込んだ構造であり、全体と
して可撓性を有する。絶縁体層２２３，２２４として、例えばポリ乳酸をフィルム状に成
形したものが用いられる。アンテナ導体層２２２ａ，２２２ｂは、例えば、絶縁体層２２
３，２２４の一方の表面に金属材料によるパターン印刷を行うことによって形成される。
アンテナ導体層２２２ａ，２２２ｂの材料として、例えば、銅または銅合金が用いられる
。
【００４２】
　アンテナ素子２２１には、２つの支持部片２０２ａ，２０２ｂに対応して２つの素子片
２２１ａ，２２１ｂが設けられている。２つの素子片２２１ａ，２２１ｂの間は、アンテ
ナ支持部２０２の凹部２０２ｃを回避するために当該凹部２０２ｃに対応して切り欠かれ
た凹部２２１ｃとなっている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　
【００４３】
　アンテナ支持部２０２の凹部２０２ｃおよびアンテナ素子２２１の凹部２２１ｃによっ
て、リアケ－ス１２に設けられたストラップ取り付け部２３による内部への出っ張りとの
干渉が回避されている。
【００４４】
　また、２つの支持部片２０２ａ，２０２ｂの間は、アンテナ素子２２１の幅方向の一部
である連結部２２１ｄによって連結されている。支持部片２０２ａの端縁から下方に脚部
２２１ｅが設けられ、脚部２２１ｅの先端に接続端子２２６が設けられている。
【００４５】
　アンテナ導体層２２２ａ，２２２ｂは、接続端子２２６から脚部２２１ｅを介して支持
部片２０２ａ，２０２ｂにまで延びて設けられており、接続端子２２６の部分において、
それぞれの端部が互いに接続され、かつフィルム状の絶縁体層２２３，２２４の一方が削
除されて露出している。
【００４６】
　アンテナ導体層２２２ａ，２２２ｂのパターンとして、種々のパターンを用いることが
できるが、図１７においては、アンテナ導体層２２２ａは末端がル－プ状であり、アンテ
ナ導体層２２２ｂはみあんだ状である。
【００４７】
　本実施形態のアンテナ導体層２２２ａ，２２２ｂは、２ＧＨｚおよび８００ＭＨｚの周
波数帯域に適応するものであるが、形状および長さを種々選定することによって、種々の
周波数帯域における受信感度、電波放射効率、指向性、およびインピーダンスなどの規格
を満足するように製作することが可能である。
【００４８】
　アンテナ素子２２１には、ボス２１０ａ，２１０ｂに対応する位置に穴２２７ａ，２２
７ｂが設けられ、穴２２７ａ，２２７ｂにボス２１０ａ，２１０ｂが挿入されることによ
って、アンテナ素子２２１のアンテナ支持部２０２に対する位置決めがなされる。これに
より、アンテナ２９の組み立てが容易化される。
【００４９】
　アンテナ素子２２１は、内側の面に両面テープ２２５が貼り付けられた状態で、図１７
に示す各位置ＬＬ１，２，３においてア－ル状に曲げられ、アンテナ支持部２０２の表裏
に渡って巻き付けられ、貼り付けられている。
【００５０】
　図１９に示すように、アンテナ２９は、接続端子２２６が、メインプリント基板２５の
前面側の表面に設けられたコネクタＣＮ１０に挿入されることにより、メインプリント基
板２５のアンテナ回路ＣＡＴに電気的に接続される。
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【００５１】
　コネクタＣＮ１０は、３つの電極を有し、３つの電極は互いに短絡されてアンテナ回路
ＣＡＴに接続されている。接続端子２２６は、これら３つの電極と接触して導通するので
、接続が確実に行われる。
【００５２】
　なお、本出願人が先に提案したアンテナ２９ｊは次のようである。
【００５３】
　すなわち、図２２に示すように、アンテナ２９ｊは、棒状の合成樹脂からなる支持体１
１０に、アンテナ素子１２１，１２２が一体的に設けられている。支持体１１０には、ス
トラップ壁部２３ｂを回避するように凹部１１１が設けられ、アンテナ素子１２１は、ス
トラップ壁部２３ｂを回避するように、凹部１１１の両側壁１１２ａ，ｂの縁部の間を跨
いで設けられている。
【００５４】
　支持体１１０は、凹部１１１において、その幅方向の一部である連結部１１３を残して
長さ方向（矢印Ｍ１方向）に２つに分断されており、かつ、アンテナ素子１２１は、凹部
１１１の位置において、アンテナ素子１２１を構成する金属線１２１ｆが凹部１１１を跨
ぐように構成されている。
【００５５】
　アンテナ２９ｊは、凹部１１１の両側壁１１２ａ，ｂがストラップ壁部２３ｂに嵌め込
まれることによって、その長さ方向の位置決めがなされている。
【００５６】
　アンテナ２９ｊは、予め所定の形状に成形されたアンテナ素子１２１，１２２および給
電電極１２０とともに、ＡＢＳ樹脂などの合成樹脂によるインサート成形によって製作さ
れている。支持体１１０は、その全体形状がリアケ－ス１２の内側面に合わせた形状とな
っており、給電電極１２０とは反対側の端部に、リアケ－ス１２に嵌め込まれた際にリア
ケ－ス１２の壁部または他の電子部品ＢＨなどと係合することにより位置がずれないよう
にするための突起１１５が形成されている。
【００５７】
　アンテナ素子１２１，１２２は、いずれもベリリウム銅などの金属材料をプレス成形し
たものである。給電電極１２０は、リン青銅を成形した後の表面に金メッキを施したもの
である。給電電極１２０には、取り付け用の穴１２０ａが設けられており、フロントケー
ス１１とリアケ－ス１２とを連結するためのネジが挿通されることにより、アンテナ２９
ｊの全体がそれらのケースに挟まれて固定される。
【００５８】
　アンテナ素子１２１は、平帯状の金属線１２１ａ～ｖがこの順に連続しかつ折り曲げら
れて構成されたものであり、例えば２ＧＨｚ帯の周波数の送受信用である。アンテナ素子
１２２は、アンテナ素子１２１よりも幅の広い平帯状の金属線１２２ａ～ｃがこの順に連
続しかつ折り曲げられて構成されたものであり、例えば８００ＭＨｚ帯の周波数の送受信
用である。
【００５９】
　これらのアンテナ素子１２１，１２２は、それぞれの主要部が、支持体１１０の正面側
の面ＭＳおよび上面側の面ＭＪに形成されている。
【００６０】
　アンテナ素子１２１は、支持体１１０の面ＭＳおよび面ＭＪにおいて、みあんだ状であ
って長さ方向に沿って延びるように設けられており、その途中において、凹部１１１を避
けるために背面側においてブリッジ状に若干突出している。アンテナ素子１２２は、支持
体１１０の面ＭＳおよび面ＭＪにおいて、みあんだ状であって周面の方向に沿って巻き付
きながら延びるように設けられている。
【００６１】
　しかし、上に述べたように、このアンテナ２９ｊによる場合には、アンテナ２９ｊをア
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ンテナ回路に接続するために、給電電極１２０の裏側に接続用のバネ電極を配置しておき
、取り付け用のネジでケースに固定する際にそれらを共締めして接続を行う。そのため、
給電電極１２０およびバネ電極の占める面積が大きくなり、また部品点数が多いので組み
立て工数を要することとなる。
【００６２】
　これに対して、本実施形態のアンテナ２９は、可撓性のアンテナ素子２２１が基板ホル
ダＨＬのアンテナ支持部２０２に貼り付けられて基板ホルダＨＬと一体に構成されている
ので、構造が簡単であり、アンテナ２９を支持するための専用の支持部材も必要がない。
また、アンテナ２９は、接続端子２２６をコネクタＣＮ１０に差し込むことによってアン
テナ回路ＣＡＴと直接に接続されるので、接続が簡単で確実であり、アンテナ感度が低下
することがなく、また組み立ても容易である。
【００６３】
　なお、図２２に示したアンテナ２９ｊの構造などについては、適宜、本実施形態におい
て組み込むことが可能である。
【００６４】
　上に述べた実施形態のアンテナ２９によると、ストラップ取り付け部２３によってリア
ケ－ス１２の中央部に凸部があった場合でも、それとの干渉を避けてアンテナ２９を取り
付けることができる。
【００６５】
　また、アンテナ２９とアンテナ回路ＣＡＴとの電気的な接続のために大きな面積を必要
とすることなく、部品点数が少なく組み立てが容易である。
【００６６】
　上に述べた実施形態において、アンテナ２９として、モノポールアンテナ、ダイポール
アンテナ、逆Ｆアンテナ、逆Ｌアンテナ、その他の種々の形式のアンテナとすることが可
能である。その他、アンテナ２９、アンテナ素子２２１、アンテナ支持部２０２、基板ホ
ルダＨＬ、スピーカ２２ａ、サブプリント基板２５ａ、メインプリント基板２５、スピー
カアンテナモジュールＭＳＡ、基板ユニットＫＹ、および携帯電話機１の全体または各部
の構成、構造、形状、寸法、成形方法、製作方法、配置、個数、材質、位置、周波数など
は、上に述べた以外に種々変更することができる。
【００６７】
　上に述べた例では折り畳み式の携帯電話機１について説明したが、折り畳み式でない携
帯電話機、およびＰＤＡやノートパソコンなど折り畳み式のまたは折り畳み式でない種々
の携帯端末機などにも、本発明を適用することができる。
【００６８】
　本実施形態には次に記載する形態も含まれる。
（付記１）
　携帯端末機の機能の一部を担うプリント基板を保持するための合成樹脂からなる基板ホ
ルダを有し、
　前記基板ホルダには、その外周部分に、アンテナ支持部が設けられており、
　アンテナ導体層およびフィルム状の絶縁体層を有する可撓性を有したアンテナ素子が、
前記アンテナ支持部の表面に貼り付けられることによって、アンテナが構成されてなる、
　携帯端末機に内蔵されるアンテナ。
（付記２）
　前記アンテナ素子には、コネクタに差し込むことによって前記携帯端末機のアンテナ回
路に電気的に接続することの可能な接続端子が設けられている、
　付記１記載の携帯端末機に内蔵されるアンテナ。
（付記３）
　前記アンテナ支持部は、前記基板ホルダの外枠部から外方に突出しており、
　前記アンテナ素子は、前記アンテナ支持部の表裏に渡って巻き付けられてなる、
　付記２記載の携帯端末機に内蔵されるアンテナ。
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（付記４）
　前記アンテナ支持部は、その長さ方向の中間位置において凹部が設けられており、
　前記アンテナ素子は、前記凹部を回避するために当該凹部に対応する部分が切り欠かれ
ている、
　付記３記載の携帯端末機に内蔵されるアンテナ。
（付記５）
　表面に操作部が設けられるフロントケースと前記フロントケースの裏面側に配置される
リアケ－スとを含む筐体にアンテナを内蔵した携帯端末機であって、
　前記携帯端末機の機能の一部を担うサブプリント基板を保持する合成樹脂からなる基板
ホルダを有し、
　前記基板ホルダには、その外周部分に、アンテナ支持部が設けられており、
　アンテナ導体層およびフィルム状の絶縁体層を有する可撓性を有したアンテナ素子が、
前記アンテナ支持部の表面に貼り付けられることによって、前記アンテナが構成されてな
る、
　携帯端末機。
（付記６）
　前記筐体には、携帯端末機の機能の一部を担うメインプリント基板が配置されており、
　前記メインプリント基板には、アンテナ回路および前記アンテナ回路に接続されたコネ
クタが設けられており、
　前記基板ホルダは、前記メインプリント基板に保持されており、
　前記アンテナ素子は、その一端に設けられた接続端子が前記コネクタに差し込まれるこ
とによって、前記アンテナ回路に電気的に接続されている、
　付記５記載の携帯端末機。
（付記７）
　前記リアケ－スには、その上辺部の中央部において内側面に突出するストラップ取り付
け部が設けられ、
　前記アンテナ支持部は、その長さ方向の中間位置において、前記ストラップ取り付け部
を回避するように凹部が設けられ、
　前記アンテナ素子は、前記凹部を回避するために当該凹部に対応する部分が切り欠かれ
ている、
　付記６記載の携帯端末機。
（付記８）
　前記フロントケ－スには、前記メインプリント基板を保持するために当該メインプリン
ト基板の端縁部を挿入可能な爪部が設けられており、
　前記基板ホルダには、前記メインプリント基板を前記爪部に挿入する際にその挿入状態
を目視確認するための穴が設けられている、
　付記６または７記載の携帯端末機。
【図面の簡単な説明】
【００６９】
【図１】本発明の一実施形態に係る携帯電話機の外観を示す正面図である。
【図２】図１の携帯電話機の送話器側のリアケ－ス側から見た分解斜視図である。
【図３】図２の筐体を拡大して示す図である。
【図４】図２のメインプリント基板を拡大して示す図である。
【図５】図２のリアケ－スを拡大して示す図である。
【図６】図２のスピーカアンテナモジュールを拡大して示す図である。
【図７】スピーカアンテナモジュールの分解斜視図である。
【図８】スピーカアンテナモジュールの正面図である。
【図９】スピーカアンテナモジュールの背面図である。
【図１０】スピーカアンテナモジュールの側面図である。
【図１１】スピーカアンテナモジュールの平面図および底面図である。
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【図１３】基板ホルダの平面図である。
【図１４】基板ユニットの背面側の正面図である。
【図１５】基板ユニットの前面側の正面図である。
【図１６】基板ユニットの一部を拡大して示す側面図である。
【図１７】アンテナ素子を展開して示した図である。
【図１８】アンテナ素子の断面図である。
【図１９】アンテナ素子の接続端子の部分を拡大して示す図である。
【図２０】基板ユニットをフロントケースに組付けた状態を示す図である。
【図２１】基板ホルダに設けられた穴の近辺を示す図である。
【図２２】アンテナの他の例を示す図である。
【符号の説明】
【００７０】
１　携帯電話機（携帯端末機）
１１　フロントケース
１１ｃ　爪部
１２　リアケ－ス
２５　メインプリント基板
２５ａ　サブプリント基板
２５ｃ　端縁部
２９　アンテナ
２０１　外枠部
２０２　アンテナ支持部
２０２ａ，２０２ｂ　支持部片
２０２ｃ　凹部
２１２　穴
２２１　アンテナ素子
２２１ｃ　凹部
２２２ａ，２２２ｂ　アンテナ導体層
２２３，２２４　絶縁体層
２２６　接続端子
ＫＴＳ，ＫＴＪ　筐体
ＫＹ　基板ユニット
ＭＳＡ　スピーカアンテナモジュール
ＨＬ　基板ホルダ
ＣＮ１０　コネクタ
ＣＡＴ　アンテナ回路
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【図３】 【図４】
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【図７】 【図８】
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【図９】 【図１０】

【図１１】 【図１２】
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【図１３】 【図１４】

【図１５】 【図１６】
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【図１７】 【図１８】

【図１９】 【図２０】
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【図２１】 【図２２】
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